
給参考資料８
【特定給食施設巡回指導時の確認事項】
	危機管理
	指導項目のねらい
	内容
	評価基準

	
	・事故時、災害時対策システ
ムが確立している。
・自然災害時における対応と
して、計画的に施設・設備
全体の点検を行うととも
に、非常食、食器の備蓄、
栄養管理部門の従事者の教
育、他部門の理解と協力体
制を得るなどの総合的な体
制の整備を図ることが重要
である。
・それぞれの設備の特殊性を
考慮し、日常から他の関連
施設とも協議・連携を図る
ことが重要である。
	事故時及び災害時対策システムが確立している。
	□連絡網や対処方法等のマニュア
ルが作成されている
（食中毒事故発生時、自然災害時の連絡網・対処方法等）。
□連絡網やマニュアルは業務従事
者全員に周知している。

	
	
	非常用食糧等の保管場所が明確で、保管が適正である。
	□対象者にあった食糧が確保されている。
□保管場所が明確である。
□保管が適正である。
□適正な食数を確保している。
□賞味期限が守られている。
□備蓄を計画的に更新し、活用している。

	
	
	非常時用の献立例が作られている。
	□献立があると同時に、献立を活
用できるような食料や機器等も
確保されている。
□代替熱源の確保がされている。
□停電時の電力確保がされている。

	
	
	非常時の給食提供のシミュレーションを行っている。
	□防災の日などに、非常食の実践
をしている。


　　＊日本公衆衛生協会　「健康危機管理時の栄養・食生活支援ガイドライン」より改変
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